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3．ゲセル、主要項目比較
　以下［GR］と［天祝］の数字は行番号、それ以外の数字はページ数を表す。土族のゲセルと
チベットのケサルが近い関係にあると言えるのは、次の3．4，3．7，3．9である。なお
S6hnen（1981：508－509）にはブルシャスキー、スタック、バルティ（カプル）、ラダッキの各・
版のモチーフ分析があり、鈴木道子（1982：31－40）にはプルシャスキー、ラダッキを含む六っ
の版のモチーフ分析がある。
3．1．ゲセルは天界の何番霞の息子か
　［蒙古：13］、［GR：2188－2190］、［天祝：2578］、［貴徳：15〕では三人息子の末っ子と
なっていて、これが最も普通の描写であるが、［オイラート：5－6］では七人息子の三番臼、
〔スタック：494］では七人患子の末っ子となっている。非常に変わったものとしては、［プル：
111〕の双子の兄というのがある。Mと七という数字に関連して［GR：2287－2288］の「三年
後に来る人は七年経った」というくだりは興味深い。
3．2．ゲセル転生のための下界への偵察
　［蒙古3、［オイラート〕、［ブル］では語られていない。　〔GR：2638－3062］では、フク
wウ、鳥、斑のカササギ、カッコウ、オオハクチョウ等に変身して下界を見に行く、駿徳：16
－ 18〕では鳥に変身して様子を見に行く、［天祝：2918－2932］では姉が鷹に変身して下界を見
に行くことになっているQ
3．3．ゲセルの母の素性⑤
　［蒙古：14⊃ではフー・バインの娘ゲクシェ・アムルジル、〔オイラート：3］ではアムルゾル、
［GR：3024－3025］ではリンのシュドンバ・シジャランにいる老婆マンケグザ、［天祝：1090，
1132］では墾域王の三女マン・ガク・シュザル・ジョルマー、　［貴徳：20－21］ではリン国の
王タチヤの長努ソルタンルチェの第一夫人カツァラモ、［ブルほ09］ではアバ・ドゥンプ（6）の
妻、〔スタック：495］ではアバ・ドゥンバたちが戦って殺した敵の妻マーメ・ゴクザと語られ
ている。
3．4．ゲセルの愚の懐妊
　［蒙古〕、［オイラート］、［貴徳コでは語られていないが、〔GR：3261－3304］では、お
婆さんが鳩を食べる、太陽光線が体の上に降りる夢を見る、［天祝：2976］では鳩を食べる、
［ブル：107，109］では器の中に降り注いだ雨をアバ・ドゥンバの妻が飲む、［スタック：405］
ではケサルとフラゴ・ブルンモを焼いた灰が解けた水をマーメ・ゴグザが飲むと語られている。
3．5．ゲセルの容貌
　［蒙古：18］では、右眼を睨み、左眼を見張り、右手を挙げ、左掌を握り締め、右足を挙げ、
左足を伸ばし四十五本の真っ白な歯を噛み締めていた。［オイラート：9］では、看目を開け、
左冒を閉じ、右手を握り、左手を広げ、右足を踏み、左足を伸ばし、四十五本の真っ白い歯を噛
みしめていた。とほぼ同じことが生まれたときの様子として語られている。〔裕固1：272］で
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は、生まれっき見るからにたくましそう、顔は銅のようで、鼻はまっすぐ、耳は四角、とやはり
生まれたときの様子が語られている。これに対し、［プル：155，157，159］では、短い足、細い
腰、広い背中、一本の歯が青い、猫の口、狭い額、大きい頭と、その容貌が語られている（7）。
［GR］、［天祝］、［貴徳］にはゲセルの容貌に関する描写はない。
3．6．庇護者（8）
　瓢蒙古：13］、瓢オイラート：7⊃では三人の姉、［GR：3257］ではチョン・チョン・タリ・
ワシュガ（姉）、［天祝：2766］では姉、［貴徳：48］ではコンメンチュモ（おば）である。
［プル〕には該当する人はいない。
3．7．ゲセルへのアカ・チドンの財産分け
　ゲセルは叔父からすぐには役立たないが、なくては園るものをもらう。［蒙古3、［オイラー
ト］、［天祝］にはこういうくだりはないが、各版で次のようなものをもらう。£GR：6211－
6673］では天、太陽、月、大地、煙穴、ルジャウ・リルガンの由頂にある柴、空の橋、［貴徳：
39⊃では草地、シェマ海、丸木橋、［プル：111，113，115〕では墓地、損の浅瀬、荒れた汚い小
屋
3．8．ゲセルの求婚（娘の父親から承諾を得る際）
　［GR：5261－5372」にのみ、蛙の求婚のモチーフがある。
3．9．ゲセルの第一炎人は何番懸の娘か
　こGR：4909－5256］では蕪人女良の三女、　［天祝：3726］と〔貴徳：40］では三人娘の長女、
［ブル：117］では七人娘の長女、［スタック：495］ではフランゴ・プルンモ（天界の妹）。
　［蒙古］と［オイラート〕では語られていない。
3．10．ホルの巻で戦死する人物
　［蒙古：156］ではジャサ・シヘル（ゲセルの兄）、［オイラート：66］ザサ・シキル（ゲセル
の兄）、〔GR：5413，11020］ではシェニンウ・アルダグ（天界の父の長女の想子の息子）、
［貴徳：62］ではギャツァシェーカル（兄、天界の父の第二夫人の恩子）、［ブル：151，153］
ブームリーフタン（キセルの双子の弟）。
3．1L夫人がゲセル飲ませるもの
　［蒙古：162］ではバク、［オイラート：63］では蜜、砂糖、食物、飲物、［GR：9070］では
酒、［貴徳：60］では忘れ薬となっている。［プル⊃には該当するくだりはない。
3，12．通過障害
　〔蒙古：92］では二枚の屏風岩、［GR：9146－92373ではンゼマ国のリ・wンマ・カンサル
（偽の太陽のモチーフ）、［ブル：157］では押し合っている崖。　9一オイラート］、［費徳〕に
はこのくだりはない。
3．13．夫人に対するゲセルのいたずら
　［蒙古：30］では流産した子馬を服の裾のそばにこっそり置く、〔オイラート：62コでは仔馬
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をアリオンゴアの懐に入れる、［ブル：ll9］ではロバの仔をランガ・ブルーモの寝巻きの中に
入れる、といういたずらが描写されているが、［GRコ、［貴徳］にはこういったいたずらは述
べられていない。
3．14．第…夫人の矢
　［蒙古：157］ではジャサの矢、［GR：11i70－i1247］ではンダマ・シャサル（矢）、［貴徳：
129］手紙、鶴、［オイラート］、［ブル］には該当する話はない。
3．15．父（又はアカ・チドン）がゲセルを確認する物
　［蒙古：169］では角杯、水晶の柄の七善（アイクチ）、［オイラート：74－75］ではナイフ、
［GR：H650］では木椀がそれであるが、〔貴徳］、［ブル］にはそういう話はない。
3．16．アカ・チドンが隠れる所
　［蒙古ほ77－178］ではかまど、袋、［オイラート：79－80］では物、箱、［GR：11819］で
はヤクの袋に隠れる。［貴徳］、［ブル］にはそういったくだりはない。
3．17．ホルの巻に鍛冶屋が登場するか
　〔蒙古：189．191］ではチョイルンダルハン工匠が登場する。［貴徳：185〕、［プル：161］、
［リン・ケサール王物語：55］にも登場するが、［オイラート］には登場しない。［GR：2912
－ 2934］はホルの巻の後半が欠知しているのではっきりとはわからないが、スゲルマ・ドゥアン
ジェウ（ゲセルの天界での名前）がフクWウに変身してンクアラ地方へ偵察に行ったとき、鍛冶
屋が矢やシャベルを作っていて、チジョルマという娘が鍛冶屋を助けてふいごを押していたのを
目撃し、娘の金の指抜きを取って帰って行く場藤がある。
3．18．ゲセルの第一夫人略奪の理由
　〔蒙古：114］では白帳ハーンの金光太子の屡を捜しに、〔オイラートニ63］では白い家のハン
の息子の后を捜しに、［GR：1040－1041］では皇帝の欲望のため、［貴徳：101］では黄色いテ
ントの王（二十一歳の若者）の后を捜しに、［ブル：145］では皇帝の欲望のため、〔リン・ケサー
ル王物語：50］ではホル・コクシ王の后が亡くなったため、金子英一（1987）　［hor　ling：412］
ではクルカル王の妃が死んだためということになっている。
3．19．ホル園の大将に対する処置
　［蒙古：199］では白帳ハーンを殺す、［オイラート：89コではハンプラルチを殺す、〔貴徳：
208］ではシェンパーメルツを許すことにした、［プル：175］ではパハールダン・ガルポ（王）
を殺す、［リン・ケサール王物語：175］ではコクシ（王）を殺すことになっている。［GR］
は最後の部分が欠如しているので不明である。
3．20．第一夫人に対する処置
　〔蒙古：201］では彼女の片手、片足を折って80歳の羊飼いの老人に妻として与える、〔オイ
ラート：90－91］ではゲセルはオランゴアを連れて自分の故郷のほうへ行く、［GR：11532，11
552］では（第二夫人をンゼマ国に、第M夫人をリ・ロンマ・カンサルに残す）、〔ブル：127］
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では十二ヶ刃間水汲みをさせる。〔貴徳3には該当する描写がない。
4．［GR〕と［天祝〕の違い
　［GR］と［天祝］とではかなりの違いがある一方で、細部にわたってよく…致する部分もあ
る。比較的よく一致する部分でも継かく見ると次のような違いがある。
　皇位継承のときの年齢が［GR：706］ではハムu・チャルガン・サンが999歳のときであるの
に対し、［天祝：28〕ではハーロ・チャールガンが990歳のときである。リンの滅亡は［GR：82
5－1037〕ではアカ・チドンが大宴会を催したからであるが、［天祝：58－1089〕ではアーグ・
シジャダンが周辺の圏と戦争したからである。天界への要請の際の道連れとして［GR：1082－
1219〕では上部天王神の三女の息子のナフ・ンドンディ・サンを連れて行くが、［天祝：1726－
1849］ではシュポリ・シュポタンという人物を連れて行く。［GR：1375，i401，1427］では上
部天王神には三人息子、中部財宝神には二人息子、下部龍董神には一一人息子がいるが、　［天祝：
2176，2208，2429］ではL部天王神には一一一人息子、中部財宝神には二人患子、下部龍王神には三
人息子いる。この結果、ゲセルの天界の父は〔GR：1645－1646〕では上部天王神であるが、
〔天祝：2578］では下部龍釜神であることになる。天界への強迫（9）としては［GR：1447－1772］
ではシリンカンゲ・サンが強迫するのに対し、⊂天祝：2471〕ではハーロ・チャールガンが矢を
射る。ド界への探索（10）は£GR：2632－3065］では本人が鳥に変身して下界へ行くが、［天祝：
2918］では姉が鷹に変身して下界へ行く。鳩をゲセルの（将来の）母は［GR：3261－3269］で
は夫に内緒で勝手に食べてしまうが、［天祝：2767－2976］では炎が食べるように促す。第一一夫
人へのいたずらとして［GR：5054－5056］では野鼠の袋に座らせるのに対し、［天祝：3758〕
では牛の膀胱に座らせる。第一一夫人は［GR：5061，5071］では三人娘の三女であるが、［天祝：
3724，3726］では三人娘の長女である。
5．裕固族・土族・海西蒙古族のゲセル比較
　漢語音訳も併せて記す。　〔GR］の漢語音訳は施労得（Schr6der）記録、李克郁（1994）のも
のを記す。
5．1．ゲセルのおじ
　［裕固1：271〕阿格超東（老和尚）、　〔裕固2：281］阿克紹東、阿克沙爾i璽勒、　［東部裕固：
117］αke　tS3doD（阿辛喬登）、　〔土族格薩爾：49］阿庫喬堂（非常残暴約：ヒ司）、　こ海西蒙古：
70］αlm　tsoto日xqm（　lit9　－ii朝通汗）、　［GR：638コaka　tSidoD　G珂辛其東）、　［天祝：48］
aaku　GtGa　taり　q≦可古力目党）
5。2．ゲセルの母
　［裕圃1：271］阿格超菓（老和尚）の姪（誰も名前を知らない）、［裕闘2：281］阿克紹菓
の妹、　［東部裕圃：117〕al〈e　tSod3B（阿十喬登）の妹maijGαndZa（芒獲匝）　（お婆さん）、
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［土族格薩爾：50〕馬梁乳（老阿娩）、〔海西蒙古：173］Gkαtsotoo　xαm（阿一卜朝通汗）の姉a
mαngegdse：（阿敏格格吉）、　［GR：3025］maりk確sa（杖一卜渉）、　〔天祝：1090］maij　qak
§むsa至tsd　maa（芒果薩率票§）
5．3．易者のいる所
　［海西蒙古二70〕では、500歳のナムザブハー（那木孔布i喰）が、毎年水虎年の男の子を食べ
るマンガスを退治するために、獅子のような山の北、龍のような山の繭麓に住む七人の霊感のあ
る易者に占ってもらう場面がある。〔GR：1780］ではスゲルマ・ドァンジェウ（ゲセルの天界
での名）が自分が下界に降りて行くにふさわしいかどうかを占ってもらう場面がある。その易者
の住んでいる断が共に、九層の獅子の口のような岩である。
5．4．雪
　ゲセルが誕生したとき雪が降ったという描写が次の版には現れる。
　［裕固1：271］、［葉部裕圃：118］、［海西蒙古：73」、［GR：3335］
5．5．ゲセルの幼名
　〔海西蒙剤の名前はチベット・モンゴルの名前と一致する。［GR］の名前はよく似ている
が…一致しない。
　［海鱈蒙古：75］mαDgeg　dsur（ヲ芭格格珠如）、　［GR：3427a］magga　Sili（粒辛希利）
5．6．ゲセルを殺しに来るものt
　〔裕固1：273］三箇大力士、青狗、山鷹、［裕鐡2：283－284］魔王黒老鴉、魔王愚狗、黒妖
魔、〔土族格薩爾：51－52］鳥鴉将軍、狼精、神牛、［GR：3707，4009，40933鳥、犬、九頭の
ヤク、［天祝：3286，3356〕烏、犬
　［裕周2］、［土族格薩醐、［GR］でそれぞれ、黒妖魔、狼精、九頭のヤクがゲセルを食
べに来るとき、ゲセルは（木）盤に乗せて差し出すように轟に頼むという共通の話がある。
5．7．母の死
　ゲセルの母の死が〔裕固1：273］にだけ語られている。
5．8．ゲセルの第一一夫人
　姉妹の数、何番巨1の娘かが微妙に異なっている。
　［裕固1：274］三女、　［裕圏2：287〕：二人の王女のうちの一人、　［GR二4909－5256］三人
娘の末っ子、　〔天祝：3726］三人娘の長女
5．9．娘の病気
　〔裕固1：274］にはゲセルが求婚に行ったとき、姉たち二人が病気になり、それを治してや
るというくだりがある。
5．10．野鼠の不足数
　ゲセルが将来の第一夫人になる娘に対して、野鼠が足りないという需いがかりをっける場藤が
［裕ma　2］と［GR〕にだけ見られる。ただし不足数は違う。
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　［裕圃2：288〕野鼠二匹不足、〔GR：5127］野鼠一一匹不足
5．11．賭
　［裕闘2：288－289］には須弥山に登る、九尋の長さの九團曲がった角に縄を通す、須弥山を
綱子で包む、菖人の美女の中から皇帝の娘を探すという求婚の際の賭が語られている。〔海爾蒙
古：74－75］では求婚とは関係なく、宴会、金と銀、1・llが昇る方角に蓮の花を取ってくるという、
アカ・ツォトンとマンゲグ・ジュルの賭が三っある。　〔GR：5395，5527，5871－5872］には求
婚の際の賭として、競馬、宴会、鳳鳳の冠を取ってくるという三っがある。　［天祝：3936，3956，
3957〕でも求婚の際の、競馬、馨、牽三人の娘の中から臼当ての娘を探す、という三つの賭が
ある。
　［裕r．1　2　］と［天祝〕のそれぞれ最後の賭は、東都裕闘の民話「皇帯の娘と貧しい少年」の求
婚の際の賭にも現れる。娘の父は少年に二つの条件を出す。その一つ臼は、遊のこちら側の端か
ら羊のフェルトを広げ、あっち鯉の端に届かせ、両端に木を植えるというものであり、二っ冒は
蔭人の娘の中から醗壷ての娘を見っけるものである。　（『東部裕露語話語材料』175－178）
5．12．ねんねこや帯
　叔父あるいはマンガスががゲセルを殺しに来るとき、ゲセルは母にねんねこや帯に入れるよう
頼む。語彙は違うが、この言葉が次の二っの版に現れる。
　諌部裕瞬：120］mαntsu：1、［海西蒙古：76］elego
5．13．マンガス
　悪魔国の巻に登場するマンガスは次の通りである。頭の数が九の場合と十三の場合とある。
［裕圃1］と［GR］に現れるマンガスの魂は共に蛇である（9569－9571）。［GR］ではこの
マンガスとゲセルは網撲をとるが、妻がマンガスの足元に豆を撒いて負かす（IO113）。［裕闘
1］と［GR］ではそれぞれ九頭妖怪、悪魔が寝ると蛇が鼻から出て行くという共通の話がある。
　［裕固1：276］九頭妖径、［土族格薩爾：54］九頭妖、〔海西蒙古：70］牽三頭のあるマンガ
ス、［GR］悪魔
5．　14．　字毎島
　〔裕wa　1：　275－276］には九頭妖怪がいる所として、他の版には現れない海島が現れる。
5．15．悪魔国の娘
　悪魔圏の巻に出現する娘が各版で微妙に違っている。名前も対応しない。
　［裕闘1：276］牧羊姑娘、　〔土族格薩爾：54］一箇像仙女、角木郎の土司の娘、馬依鈍本親
（ma3yilz（h）a1　mu4xin1）、　［GR：9286〕悪魔の娘、玉6mu　afd罐（拉木阿爾達克）
5．16．ゲセルが相撲をとるとき、妻が笠を撒く彬手
　［裕劉13に出現する白可汗は［GR］のホル皇帝に相当するが、語り手の勘違いか、ゲセル
が網撲をとっているとき、足元に豆を撒かれるのは白可汗である。金子英一一（1987：411－412）
では魔王ルツェルンの足の下に豆が撒かれる。
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こ裕固1：279］白可汗、　［GR：10141］悪魔
6．主要人物名等
　藏文『ケサル』　（［ケサル］と略す）、蒙文『ゲセル灘（［ゲセル］と略す）、［GR〕、
［天祝コの主要人物名にっいて述べる。　［ケサル］と〔ゲセル］の人名は金子英一（1987）、斉
木道吉（1986）、斉本道吉著、藩松寛訳（昭61）に基づく。［GR〕の漢語音訳は施労得
（Schr6der）記録、李克郁（1994）のものを記す。
6．1．天界の父
　［ケサル］臼梵天王、［ゲセル］ホルムスタ（好fil木斯東）「王皇大帝」、［GR：168〕
9deglatSien　saD（甚登拉欠桑）「上部天王神」、こ天祝：1447］smat　lur　tGan　saij「下部龍王神」
　［GR］と［天祝］で天界の父が異なっている事情は患子の数が違うからであるが、名前の点
では［土族格薩爾：49］のト楽拉千（bu3dangilaiqiani）と［GR］が対応する。
6．2．主人公の天界での名前
　［ケサル〕トゥンジュンガルポ（頓珠嘆爾保）、　［ゲセル］ドンチュンガルポ（頓慶嘆爾布）
ウイレプトゥクチ（維勒布圏格其）「事業成就者」、〔GR：1330コsgerma　du識d営6w（斯牽爾
馬束加克）、　［天祝：2578コskarma　to琵tε∂p（孕霧頓珠）〈skar　ma　don　grub
6．3．幼名
　［ケサル］joru、ズル（足日）、ジョル（覚如）、［ゲセル］joru、ジョル（覚如）、
［GR：3427a］maBga　sili（虻や希利）
6．4．父親
　〔ケサル」と［ゲセル〕では名繭が一致するが、〔GR〕、〔天祝］では一致しない。
　〔ケサル］gliag　ch礒ng　brgyad　dpon　po　seRg　b｝ong、　［ゲセル］sengltin、　［GR：3025］
xa9　Sd2ialuo（姶克希加野）、［天祝：1215〕maりqak　r∂澱（芒格日）
6．5．母親
　下線の部分がきれいに対応する。
　〔ケサル］’gag　bza’ガチャ（嘆植）、　［ゲセルコgegsa　ゲシェ（更刹）、　［GR：3025］
ma弓ke郎a（柱辛拶）、　［天祝：1090］maO　qakδtsa圭tsol　maa（芒果薩卓爲）〈Tib。　mang
’gog　bza’sgro｝mo
6．6．兄
　［ケサル］rgya　sa　zhal　dkarジャチャシェガ（覆察霞協葛）、ジャチャシャガル（賞察霞嘆
爾）、　〔ゲセル］zhe－se－shi－girジャサシヘル（乳薩希黒爾）、　［GR：5413］　（§ea題wu　ar
da鳶）　（謝攣畦阿爾達克）ホルの巻で戦死する人物
6．7．一夫人
　下線の部分がきれいに対応する。
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　［ケサル］seng　lcam’brug　moジュモ（珠牡）、［ゲセル］rog－muログモゴワ（茄格慕高
娃）、　［GR：4941］記zao記za　dz6gmu（斯藏渉）、　［天祝：3709〕ΦsaoΦsa無tεu　mo（桑賛
数珠牡）
6．8．一夫人
　下線の部分がきれいに対応する。
　［ケサル］me　bza”b斑n　skyidプムキト（布婬吉徳）、　［ゲセル〕トゥメンジャルガラン
（圏椚吉爾嘆蘭）、［GR：7834］mba記za　mb蕊dzi（田甚孔巴甚孜）、［天祝：4527］Rpaa
nもsen　P∈）GtGO　（E猛タ＄十難布吉）
6．9．叔父
　下線の部分がきれいに対応する。
　［ケサル］khro　thungチョトン（晃1司）、　［ゲセル］chotuRg、　［GR：639］aka　tSidolj（陪
季其東）、　［天祝：48］aaku　Gtca　taij（阿iお加党）
6．10．ゲセルの馬
　きれいに対応する。
　［GR：5401］sdziaijguo　yifrewa（西江果王勒瓦）、［天祝：2776］Gtaa　nkon　zor　vaa（嘉高
喜娃）
6．11．ゲセルの犬
　きれいに対応する。
　〔GR：5472］dala　deotsit（達拉東其）、1二天祝：2791］te　｝o　talj　tGhe（敵老当斉）
7．青海ゲセルと［GR］との関係
　斉木道吉著、若松寛訳（昭61；84）に「ノルジンの語った九章の『ゲセル・ハーン伝』第一
章では、ウイレ・プトゲクチが地上に降りる前に祝宴を開いていると、俄に盛倒して、紘鴫と化
して飛んで行くが、これはチベット『ゲセル灘にのみ見られるものである。」という記述がある。
［GR：3250〕でも魂が蜂に変わって飛んで行く場藤がある。
　また斉木道吉著、若松寛訳（昭61：86）に「スへの語った『アルチンディ・ゲセル・タイジ』
で、アカ・チョトンがゲセルをその幼いときに十二面魔王に捨て与えたときのこと、ゲセルは魔
王の喉頭にあくらをかいて坐っているうち、魔王の下あごを縫合部に沿って切って、これを殺し
てしまった。」という記述があるが、　［GR：4163，4164，4166］に子供（ニゲセル）はのどひ
ごを掴んだ。足で心臓、気管を蹴った。気管を蹴って、心臓を切断したという場薩がある。さら
に、［海西蒙古：76］にも、のどにあぐらをかいて座って、突然立って走ると、あごを引っ張っ
た。こうしてマンガスを退治したという描写がある。
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8。£ブル］と［GR］との類似点
　数えるための手段として、［プル：145］に、キセルがハイハイ国を去るとき、ブーブリ・ガ
ス（第二夫人）に黍の種を2，3ポンド渡し、十二ヶ月おきに山頂から鶏に一粒ずっ与えて、なく
なったら帰って来ると約束する場面がある。［GR：8997－9009〕でも、ゲセルは第二炎人に四
週聞は何臼かを教えるために白い紙を丸いお金のように二十四枚に切って赤い紐を通したものを
渡す。
　また、妻が夫を見て喜ぶ場癒が、［プル：123］ランガ・プルーモ（第一一決入）が馬に乗った
夫（キセル）を姑といっしょに見て素晴らしいのに驚いて喜ぶ。　こGR：7421－7422コにも同じ
ような場諏がある。
　ホルの巻で鉄の鎖が［ブル：175〕にも［GR：9891〕にも現れる。
9．　［GRコに閾有のモチーフ
　土族のゲセルの三つの版のうち［GR］に置有のモチーフは、リンの最初の統治者ハムロ・チャ
ルガン・サンの誕生、リンの滅亡の原因となったアカ・チドンの大宴会、ゲセルの求婚（「蛙」
のモチーフ）、妻が皮衣を焼く（「蛙」のモチ～フ）、ンゼマ樋のり・Uンマ・カンサル通過の
際の障害（偽の太陽のモチーフ）である。
10．モチーフについて
10．　1．　［天祝］の第二二章と「黒馬」
10．1．1．［天祝］の第二章（1090－1670）の粗筋
　〔天祝3の第二章はマン・ガグ・シュザル・ジョルマー（芒果薩卓薦〉の話であるが、これは
ゲセルの母であり、アーグ・シジャダンがマン・ガグ・ルー（ど格B）のためにもらいに行く次
のような話である。
　ラマが毎日外へ行って石のま二にした小便を鹿が降りて来て嘗めていた。ラマが捕まえると、鹿
は　1十歳の娘に変わった。それはり一イー（黒域）黒の三女だった。娘は食事の徽話をしながら、
ラマと暮らしていた。ある臼娘は妙糎食を焼いて食べたが、猫にやるのを忘れていた。猫は怒っ
て尻尾を水瓶に漬けて火を消してしまった。娘は火を求めてアーグ・シジャダンの家に入ってし
まった。火と共にもらったカラシ菜のせいで、家がわかってしまい、結局マン・ガグ・ルー（芒
格日）の妻になる。
　り一イー（塁域）というのはアーグ・シジャダンがかって戦って敗れた国の名前である。里域
にっいてはp．718にヂ新彊南部クンルン山脈以北タクラマカン砂漠までの闇の地区で、ホタン、
チャルチャン、ニヤ、チャルキリクなどの地を含み、歴輿上吐蕃は羅域と戦ったことがある」と
いう解説がある。
10．　1．　2．　「黒馬」
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　［天祝］のくだりはゲセルの母の素性が語られている以外に、土族の民話ド黒馬」のモチーフ
がそっくり使われているという点でも興味深い。次にその粗筋を述べる。
　お婆さんが飼っていた黒馬が仔馬を慶んだが、実は馬ではなく子供だった。子供は大きくなっ
て、旅に出て、石兄と木兄に出合う。三人でいっしょに暮し、［1中は外へ徒事をしにいってい
ると、ある黛誰かが象に料理を準備してくれていた。イ三i兄や木兄が見張っていたがわからなかっ
た。黒馬（黒馬から生まれた子供）が箆張っていると、モ三羽の鳩がやって来て娘に姿を変え、
料理を作っていた。三人姉妹は三人兄弟の妻になる。やがて九つ頭のあるマンガスが現れて妻
たちを困らせる。石兄や木兄が守っていたが二人とも失敗した。黒馬の子が見張っていてマン
ガスの頭を切り落とした。マンガスは逃げて行くが、少年の助けを借りて退治する。
　［天祝〕の第二章に幽現する鹿が、「黒馬」の鳩である。これだけならあまり似ていないが、
以上の粗筋は正族の「黒馬」の五つのバージョンから共通の部分を抜きだしたものである。「黒
馬」には猫が登場するバージョンと、猫が登場しないバージMンとがあり、登場するほうの話は、
Schr6der（1959：100－115）、　To，ttaeBa（1973：282－295）、中国民間文藝研究会青海省分会編
（1985：23－30）に掲載されている。Schrdder（1959：1eO－115）から該嘉部分（142－168行）を
和訳したものを記す。
　妻は三人とも家に残った。夫は三人とも柴を刈りに行った。何の食べ物を食べても猫に分け
与えるな。ある日、妙変を食べた。猫に与えなかった。猫は腹を立てた。猫は厩醗を水桶で湿
らせ火を叩き消した。妻は三人とも悲しんだ。夫が黛人とも帰って来ると殴り殺される。さあ、
火をどこへ探しに行きましょうか。屑兄の妻はあちこち探した。煙を見て探しに行った。探し
て近くへやって来た。暗い穴の中から煙が出ていた。人は…人もいない。恐る恐る中に入って
行った。マンガス婆さんが寝ていた。病気だった。ドお婆さん、お婆さん、火をください。」
「残念だ。どこの奴だ。火をやろう。カラシ菜の袋のそれを担いで行け。」カラシ菜の袋の底
に穴があった。袋を担いでいった。カラシ菜は穴から漏れた。一本の道になって漏れて家へ着
いた。雨が降り、日が照り、カラシ菜の芽が出た。芽が出て大きくなった。頭に黄色い花を咲
かせた。マンガス婆さんは病気が治った。カラシ菜の花を見ながら三人の家へ行った。
　このバージョンでは、猫が登場することでマンガスが繊現するきっかけを作ることになってい
る。猫が登場するのとしないのと、どちらが本来のヂ黒馬」の話かわからないが、猫、食べ物、
火、マンガス、カラシ菜というキーワードは［天祝］と一致する。違うのはマンガスではなく、
アーグ・シジャダンであるという点のみである。しかしアーグ・シジャダンが無意識に悪者とし
て扱われていることは興味深い。
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10．2．［天祝］の第五章と±族・東部裕圏族の婚礼儀式
　［天祝］の第五章はギーサルが第一夫人のンジュモを婆とる話であり、その後半に婚礼の儀式
が詳しく語られている。この儀式は明らかに土族のもので、風刺の歌（ジャンジャン・マーンゼ）、
催促の歌（アーイージェ）、仲人祝福歌が譜られている（11）。
　［天祝］にはディルカ（得爾孕）のしきたりが語られている。これは土族の婚礼儀式の記述に
は見あたらないが、保朝魯、質拉森編（1988：309－315）の東部裕固族の婚礼賛辞に現れる
derkiと隅一一語源のものである。結納（xalaD）には三種類あって、皇帝の結納はXGi1Gete、役人
の結納はderkito、民衆の結納はGrGate（計略のある）ということが分かる。しかし前者二語の
意昧について編者は何の逐語訳も与えていないし語彙集にも載っていない。
　［天祝：4492－4494〕に牛か羊か不明であるが、「尾骨を妻の兄弟に与えた。肩甲骨は婿だ。
連なった肉の前股はナーシジンだ」という表現がある。このしきたりも土族の記述には見あたら
ないが、Te礫賢繊eB，　ToAaeBa（1966：80）に「羊の尾てい骨を新郎に、胸を新婦に与える」とい
う東部裕固族の類似した記述があり注目に値する。
10．3，［GRコの求婚とr蛙」
10．3．1．　［GR：5261－5372］の粗筋
　子供は養母に嫁をもらうっもりであるということを話した。養母は笑って絹手にしなかったが、
子供にはいい方法があった。子供は天の父に香を焚いてお願いした。姉が見ていて、父にようす
を話した。父は姉に葡萄酒一瓶とナッメを三っ採らせ、子供に与えた。子供は葡萄酒とナツメを
持って嫁をもらいにサン・シジャuのところへ行った。子供は身を隠して入口のところからサン・
シジャロの名前を呼んだ。下僕が二回見に行ったけれども、誰もいなかったので、サン・シジャ
ロは自ら見に行った。誰もいなかったが、敷居のところに酒が一瓶と赤い果物が三つあったので、
酒を飲み果物を食べた。それでもまだ名前を呼んでいるので、妻に見に行かせた。誰もいなかっ
た。再びサン・シジャロが見に行くと、鼻を垂らした子供がいた。サン・シジャロは怒って、帰
らないなら棒で殴ってやると言った。子供が嫁をもらいに来たことを告げても、サン・シジャロ
は納得しなかった。子供は葡萄酒も飲みナツメも食べておきながら、くれないとはどういうこと
かと詰問した。サン・シジャロは自分は皇欝だから毎臼酒も飲むしナツメも食べる。これがおま
えの酒でナツメだということがどうしてわかるかと言って子供を開らせた。子供はサン・シジャ
ロに吐くように要求した。吐き撮した酒とナツメは子供の持ってきたものと同じであったが、サ
ン・シジャロは娘をやるとは言わなかった。子供はくれないのなら泣くと奮って庭を水びたしに
した。サン・シジャロは慌てて泣くのfa　．ll二めさせたが、子供が泣き止むと、また娘をやらないと
欝った。くれないのなら笑うと言って、子供は庭に火をっけた。サン・シジャロの妻が火を消さ
せて、娘をやりなさいと頼んだ。
10．　3．　2。　　ド蛙」
　「蛙」のバージョンは数多くあり、結末も様々である。チベット、土族以外に騒族にも伝わっ
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ている。ここではTOflaeBa（1973：213－230＞の報筋を紹介する。求婚以外の部分を簡単に、求
婚の部分をやや詳しく描写してみる。
　お爺さんとお婆さんは子供を求めて祈願していた。あるlll、お婆さんの指から蛙が生まれた。
この蛙は濃作業をしているお爺さんのところへ、お茶を持って行ったり、土地を耕したり、塵を
放牧したりすることができる能力をもっていた。
　あるlll、蛙は嫁をもらって欲しいと書った。父緑は相手にしなかったが、蛙は、下の村の老人
のところに三人娘がいて、一入をくれると書った。隣家の老人に酒瓶をもたせて仲人として派遣
した。娘の父は喜ばなかった。仲人から事情を聞いた蛙は鐵分で行くことにした。
　次の日、蛙は自分で酒とナツメを二っ蔚につけて娘の家へ行った。家の入口のところに来ると、
「お爺さん、幽て来てください。」と叫び、船の中に入って座った。
　娘の父が出て来たとき、誰もいなかった。入臼の萌に、漕瓶とナツメが二っあった。「これは
誰が持ってきたんだろう。」と欝ってナツメニっを食べ酒を飲んで、家へ入って行った。
　蛙は船の中から出て、家に入って行って抗の上に座った。娘の父が入って来ると、「お爺さん、
娘さんを嫁にもらいに来ました。」と言った。父親はYこのいやな蛙の奴、踏み殺してやる。」
と追っかけて行った。蛙はこっちへ跳ねたり、あっちへ跳ねたりして捕まえることができなかっ
た。
　「私に娘をくれないのなら、ナツメと酒を食べたり飲んだりしたのはどうしてですか。」
　「っべこべ言うな。あっちへ行け。」
　「娘をくれないのなら、家を水漫しにしてやる。」
　「そんな才能があるのなら、水漫しにしてもらおう。水漫しにできたら、娘をやろう。」
　蛙は「見ていろ。」と言って家を水浸しにした。
　父親が慌てて、ドもういい、水を止めろ。娘をやる。」と書うと、蛙は水を止めたが、父親は、
　「わしは娘をやらない。」と書った。蛙は、
　「娘をくれないなら、家を燃やして灰にしてやる。」
　「娘をやることはできない。」
　蛙は火を吹き出した。父親は再び慌てて、
　「もういい、この火を消してくれ。娘をやろう。」と書った。蛙は火を消した。
　末娘が走って父のところへ行って、
　「お父さん、あげなくてはなりません。お姉さんが二人とも行かないのなら、私が行きます。」
と書うと、父は、
　「うん、今おまえたちの一人をやらなければならない。おまえが行くならおまえをやろう。」
と言った。
　蛙はこれを聞いて喜んで、跳ねて父親のところへ行き、
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　ヂお爺さん、三日後盛大な宴会を胴いて末娘をもらおう。」と言った。父親は喜ばなかったが、
無事宴会を溺き娘を家に連れて帰った。
　この後、娘は芝居を見に行き、芝居の中に馬に乗ったすばらしい青年を児つけ、その脊年が実
は蛙（すなわち炎）であることに気付いた。蛙は象では皮を被っていたが、この皮を脱いで芝鷹
の中に膿演していた。娘は青年が象に脱いでおいた皮を燃やしてしまった。青年はもう少し皮を
燃やさないでおいてくれたら、世の中の貧富の差をなくすことができたのにと嘆いた。
10．3．3．求婚の仕方の比較
　［GR］と「蛙」を比べると、数は違うがナツメと酒を持って行くこと、水浸しにすること、
火をっけることという共通点が見られる。ナツメと酒を置いておいて、勝手に食べたり飲んだり
したところで言いがかりをつけるというやり方、父親は最後まで許さないという点で両者は完全
に一致している。
　滋族人の婚礼の儀式についてはT銀aeBa（1973：187）に紹介がある。それによると、両親が
息子を結婚させようと決めたら、まず善良で美しい娘を知っている入を探し仲入をお願いする。
伸人を派遺するとき酒一）疵と饅頭（shdima）二猟を持って行かせる。娘の両親が娘をやろうと
言ったら仲人は酒…瓶を蔵いて帰る。両親がこの話をまとめる気がなければ、仲入が持ってきた
ものをそっくり返すという翌慣がある。つまり、ナツメと酒を食べたり飲んだりしたことは結婚
を承諾したものとみなされるわけである。ここでは饅頭ではなくナツメ（zauri＜薬見（zaor3））が
使用されている。
　中国民聞文藝研究会青海省勢会編（1985；1－22）「巴蛙莫1ヨ特」は三人の土族から土族が採
録しその後、整理がなされているので、話の筋はToreeBaの収録したものよりはかなり脚色され
ている。この話ではナツメと酒ではなく煽乳牛の乳及び新鮮な乳で作った酒であり、父親を困ら
せるやり方は笑うこと、泣くこと、跳ぶことの三っである。笑うほうが泣くより先にきている。
　日本畏話の会編（1989：169　一　170）では、父親への土産に関する記述はないが、末娘をもらう
という点では共通である。蛙が娘の父親を困らせるやり方は、「巴蛙莫口特」と同様、笑う（館
がぐらぐらゆれる）、泣く（雷鴨がとどろき、山頂から水がどっと押し寄せる）、とぶ（山と山
がぶっかり合い、岩が飛んで太陽も見えなくなる）の三っである。
　目本民話の会編（1989：170）の解説に、「チベット・イ語系の民族の話では、この話のよう
に蛙が泣いたり笑ったりして天地を振憾（しんかん）させており、蛙を雷神の息子とするなど、
神聖視する信仰の影響がうかがえます。また動物婿の話では、結婚後、妻に皮を廷1由にぬいだり
養たりできることを知られて皮をとりあげられてしまうと、そのまま人間の姿にとどまる話が多
く、チベットにもそういうハッピー・エンドで終わる話もあります。」とあることから物断して、
〔GR］のこのモチーフは新たに付け撫わったものであることがわかる。
10．4．サン・シジャロの容貌と土族の童謡「羊の体をした蜂」
　ゲセルの第…夫人の父親、サン・シジャWの容貌が次のように語られている。
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5692　魂
5721　手足
5725　体
5726　角
5727　臨
5728　翼
5729　声
5730　尾
大きなロバの糞のような蜜蜂
褐匠の杖
羊糞
ハイナクの角
隼の臼
鳶の強健で大きな足
ラマの声
武術者
　これは明らかに土族の童謡「羊の体をした蜂」と関係がある。清格爾泰等編（1986：93－94）
に席元麟の：1菰艮族文学概況があり、その二．故審　2．「羊の体をした蜂」に次のような歌が
紹介されている。これは蜂が自分の体を羊糞にたとえ大きな教養を吹聴するものである。　（／は
改行を表す）
　　羊糞の体をした蜂／兎は彼といっしょに行かない／彼の頭は私の雛にある／私の小屋で寝な
　　い／彼の角は私の頭にある／龍の宮へ私は行かなかった／彼の耳は私に生えた／医者、それ
　　は私ではない／私の体に万の薬がある
　陶様に清格爾泰等編（1986：465）詩歌類　4，童謡（3）「羊の体をした蜂」に次のような
歌が載っている。　（／は改行、掴ま改行して一行開けることを表す）
　　虎の家族の私でもない／虎の頭が私にはある1蜘蛛の家族の私でもない／蜘蛛の足が私には
　　ある掴義の家族の私でもない／蟻の体が私にはある1鳳の家族の私でもない／鳳の冠が私に
　　はある鞍との塚族の私でもない／蛇の終1が私にはある1牛の家族の私でもない／牛の鼻が私
　　にはある1鼠の象族の私でもない／鼠の口が私にはある1医者の家族の私でもない／医者の
　　薬が私にはある1武嘗の家族の私でもない／武富の刀が私にはある1
10．5．偽の太陽
　［GR：9149－9178］でゲセルがンゼマ国へ行く途中リ・ロンマ・カンサルへやって来たとき、
七っの偽の太陽が出てきて山の士が火のように流れ落ちてきたというくだりがある。数が違うし
カラスが現れないが、これは明らかに「太陽の中のカラスと十醐の太陽」　（中野美代子（1994：3
5－40））と関係がある。この神話は中国ばかりでなく、北アジアにもあったことが紹介されてい
る。モンゴルにも七っの太陽とツバメが登場する話がある（塩谷茂構訳編（1995：36－39）「弓の
達人」）。
11．おわりに
　モチーフの分析はよほど注意しなければ、少数の資料に頼っただけでは重大な間違いを犯す可
能性がある。例えば、斉木道吉著、若松寛訳（昭61：85）は藏文『ケサル』　（『ホル・リン大1醐
の『ホルの侵入』）と蒙文『ゲセル』　（『シャライゴル三汗の侵入』）の違いの一っに、「白帳
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汗が自分の色欲を満足させるために、一美女を姿って伴侶にしようと恩ったのではなくて、白帳
汗はその息子アルタンゲレル（阿拉担格臼勒）のために、一美女をその嫁に嬰ろうとした」と述
べている。しかしこの違いをもってチベット版とモンゴル版の違いとしてしまうわけにはいかな
い。同じチベット版の［貴徳］では、黄色いテントの王（二十一歳の若者）の后を探しに行くの
であるから、むしろモンゴル版に近い記述がなされている。したがって軽々しく結論を述べるこ
とはできない。土族のゲセルはどちらかと言えば、チベットのケサルに近いように晃えるが、モ
ンゴルのゲセルともチベットのケサルとも区別される叙事詩である。〔GR］、［天祝コ、〔±
族格薩爾〕は各語り手が自分の裁量で付け掬えた閲有のモチーフを持ちながら、驚くほど共通し
たモチーフも持っている。
　最後に主人公のの名萌にっいて述べておく。　［GR］ではgeser、［天祝］ではkii　sarである。
［GRコはモンゴル的であることが一閣瞭然であるが、〔天祝］もモンゴル的である。というの
は、この形は天祝方需の特徴を如実に表しているからである。っまり土族語の標準語である菓溝
方言のeeはある場合には天祝方言ではiiに対応し、東溝方言のeは天祝方言ではrの前で広い変
種aになるからである。さらにこのテキストの表記のkは無声無気音を表しているので、〔GR〕
のgと同じものであう。第一音節の母音が長母畜になっている理幽はよくわからない。ともか
く［天祝〕の形がチベット語のケサルの形に近いとは護えない。
註
（1＞JliarvmHHCYPg｝i（1956：3）は「…熱い姻のガンガ損（ガンジス川）から寒いシベリアのアムール月1まで、南
　　方のハタン川から北の果てのズレクJl［まで…」と袈現している。斉木道吉（1986：δ9＞はこれを引罵し、
　　晦至河（：・：ガンジス川）から黒龍涯（＝アムール川）まで、黄河から勒傘河（レナ］IDまで…」、
　　AngL’inktiU，　Seごenm6ngkeごoγ1aγul了糠er醜edgebe（1984：1）1ま「…熱い濁のガンジス川から寒帯のイジル
　　JIぽで…」と衷現している。なお、プルシャスキーやスタックはパキスタン北部にありインダスjllの流域
　　にある。
（2）Heissig（1977）のテキストについてYang　Si（1987）の短い考察がある。これにっいてはさらに検討を要す
　　る。
（3）　［GR］のドイツ語で書かれた部分にっいては瓦・海希西（1986＞という漢語訳があるが、登場人物の名
　　蔚の表記にはバリエーションがあリヂイツ語を機械的に訳したものにすぎない。施労得（Schr6der）記録、
　　李克郁訳（1994＞では圃一人物には跨一の漢字浅記が施されている。この翻訳0）問題点については角道
　　　（1996）を参照のことc、
　　［土族格薩醐は漢語だけである。5天祝］は王PAで記した土族語天祝方言、チベット語天祝方言、チ
　　ベット文語、漢語逐語訳、漢語訳がある。ただし漢語逐語訳は内容語にのみ施されていて、機能語には施
　　されていない。
（4）［GR］は次のように区分できる。
　　リンの誕生・滅亡の巻
　　　ハムロ・チャルガン・サンの誕生（1－190）
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　神羅の三人娘（191－248）
　蕪人娘の子供の誕生（249－541）
　リンの繁栄（542－628）
　アカ・チドンの誕生（629－650）
　アカ。チドンの皇位継承（651－824）
　アカ・チドンの大宴会、リンの滅亡（825－1037）
神圏の巻
　神臨への講願（1038－1446）
　シリンカンゲ・サンの知恵（1447－1772）
　スゲルマ・ドゥアンジェウ、易者を呼びに（1773－2141）
　易者の占い（2142－2282）
　統治者の催促（2283－2631）
　養父愚の探索（2632－3065）
転生の巻
　1｛藪盤三　（3066－3308）
　（3309－3318　欠）
　アカ・チドンの殺害計画（3319－3427）
　アカ・チドン、悪魔羅へ、ルルザン皇帝、鳥を派遺（3428－4003）
　犬を派遣　（4004－4189）
　子供の成長（4190－4226）
　アカ・チドン、璽び悪魔魍へ（4227－4398＞
　悪魔皇帝、患子を派遣（4399－4527）
　老夫婦と子供、サン・シジャミ・リンへ（4528－4637）
　悪魔皇帝との導の勝負（4637’－4897）
サン岡の巻
　サン。シジャミ・リンへ到着（4898－4908）
　サン・シジャロ整帝の蕊人娘との出会い（4909－5260）
　求婚（5261－5372）
　婿選びの競馬（5373－5523）
　大宴会（5524一δ863）
　鳳鷺の冠を取りに（5864－6011）
　末娘を追放（6012－6136）
リン国の巻
　養父バグ・シジャロとの再会（6137－6210）
　再びアカ・チドンのところへ（6211－6673）
　リンの誕生（6674－6747）
　築城　　（6748－6848）
　野鼠地方へ（6849－7062）
　【舞E－］城　（7063－7147）
　老いた皇帝との再会（7王48－7222）
　ゲセル、帰城（7223－7250）
　ゲセルの病気（7251－7388）
　妻、ゲセルの皮衣を焼く　（7389－7657）
　ラマの剃髪（7658－7717）
　ゲセル、再び病気に（7718－7777）
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　ゲセルの指示（7778－7826）
シン国の巻
　ゲセル、シン国へ（7827－8221）
　宴会、綴撲（8222－8433）
　躍つ子の誕生（8434－8545＞
　シン園とリン壌の戦い（8546－8719）
　ゲセルの帰省（8720－8975）
ンゼマ岡の巻
　第二夫人の家出、悪魔皇帝の妻に（9GO9－9045）
　ゲセル、出発（9046－9145）
　ゲセル、ンゼマ圏へ（9146－9237）
悪魔国の巻
　ゲセル、懸魔瞬へ（9238－9508）
　悪魔皇帝の娘が悪魔駐帯の退治の仕方を教える（9509－9723）
　ゲセル、妻を発晃、悪魔皇帝、降参（9724－10379）
ホル国の巻
　アカ・チドン、ホルに蜜告（10380－10400）
　ホル皇帝、鳥を派遣（10401－10446）
　（IOt167－105三8　欠）
　ホル皇帝、烏を派遣（10519－10684）
　ホルとの戦い、サシン・ンダドマの凱旋（10685－10985＞
　シェニンウ・アールダグの死（10986－11169）
　第一夫人を略奪（11170－ll274）
　老いた盤帝の出現（11275－11317）
　ドルジ・サンフxン、悪魔国へ（11318－11438）
　ゲセル、嵩発（11439－11560）
　ゲセル、アカ・チドンの城へく11561－ll659）
　ゲセル、リンの城へく11660－ll945）
　おばを呼びに（11946－－11999）
　　　　　　　　　　　　　　　　以下欠
［天祝］のF：1次を『格薩爾文庫』第王巻の漢語訳に沿って記すと次のようになる。
第一章　ハーロ・チャルガーン・サンは年をとり紘を譲る
　…．ハーロ・チャルガーン・サンは年をとる（1－45）
　．r／：，アーグ・シジャダンが機会を利用し権力を奪う（46－57）
　三・アーグ’シジャダンの兵、ホルに敗れる（58－176）
　四．アーグ・シジャダンの兵、悪魔部に敗れる（177－414）
　ff．アーグ・シジャダンの兵、チベットに敗れる（415－633）
　六．アーグ・シジャダンの兵、リーイー（里域）に敗れる（634－1089）
第二齋里域王の王女が果部にやって来る、マン・ガグ・ルーとマン・ガグ・シュザル・ジョルマーが結婚
　　　　する
　一一，名前の知られていないラマが里域Mの三女を養う（1090－1215＞
　二．ワトマ・ニルーがマン・ガグ・ルーとマン・ガグ・シュザル・ジョルマーの媒酌をする（1216－1670）
第三章　ハーロ・チi」・一ルガン、畏衆の為に再び普労して天界へ神の子を求めに行く
　…．ハーロ・チャールガン、蕃労して天界へ行く（1671－1849＞
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　　瓢．バーw・チャールガン、天王神に会いに行く　（1850－2134）
　　黒．ハーロ・チャールガン、巾部財宝神に会いに行く　（2135－2211）
　　匹｛．ハーロ・チャールガン、下部龍蹴神に会いにそ：Tく　（2212－2686）
　　ift．バーm・チャールガン、グランに帰る〈2687－2757）
　　六．龍三窯神、恩子を派遣する（2758－2871）
　第閣撃　神の予スガールマ・ドンジブ、入に受齢す、アーグ・シジャダンが神の子をおとしめる
　　一．神の子スガ～ルマ・ドンジブ、マン・ガグ・シュザル・ジョルマーに受胎す（28？2－2976）
　　二．アーグ・シジャダンはマン・ガグ・ルーに独立して一家を構えるように迫る（2977－3147）
　　三．ギーサル誕生（3148－3230）
　　照．ギーサル、アーグ。シジャダンをやっっける（3231～3275）
　　五．ギー一サルs魔三1三をやっっける（32？6－3538）
　　六．ギーサル、狩りをする（3539－3670）
　第五章　ギーサルがンジュモに会う、チシャン・ンダルマが仲人をし結婚する
　　…一．ギーサルがンジュモに会う　（3671－3806）
　　二．チシャン・ンダルマが仲人をし結婚するく3807…葡2農〉
　　蕉．ギーサルは結婚しンジュモを迎える（4025－4527）
　第六章　ハーロ・チャールガンがギーサルを訪闘するよう気を遣う、武術格比べでギーサルが三1三になる
　　一一一一．ハーロ・チャールガンは将軍にギーサルを訪悶させる（4528－4773）
　　」7．武術比べでギーサルが一位になってこ翌になる（4774　一一　4872）
（5）ゲセルの母の索惟について、他の版では次のように語られている。
　　　購田太郎編（大3）　『撤界風俗大観戯卜　藻癬の神話にCurtainのjourney　in　southern　Siberiaの訳が紹
　　介されている。そのニ　ゲシル・ボクドウには、マラト（Marat）という毘族があり、その欝部のアルタ
　　イ・デダ（Altai　Deda）という：／il：地に老夫婦がいて、夫は七1扁歳でスンドレイ・ウググン（老人）　（Sun
　　dlei　Ugugun）、妻は六十歳でスンドレイ・ハミアガン（老女）　（SundleHamiagan＞といった。
　　　山日瑞鳳（1987：290）には「ケサルの緑は育海の磁黒の娘であったが、青海の南のゴクの霞、黄河の
　　支流域にいた。リンがゴクを滅ぼしたとき逃げるところを捕らえられ、その董の嬢分からリンのセンルン
　　王の繁二爽人になった。」とある。
　　　金子英一（1987）によると、『トゥン・リン（1〈htung　gling＞』では、ケサルはゴクサ・ラモ（go霧za
　　lha　mo）とリンasE｛1センロン（gling　chung　brgyad　dpon　po　seng　blong）から誕猛し幼名をチョル（lo　ru）
　　と名付けられ、幼い時に悪い叔父ドォドゥン（1〈hro　thung）に殺されそうになる。
　　　フレデリック＆オ…ドリー・ハイド＝チ：r一ンバース編、中島健訳（1996）はカムのサムダゥ僧院にある
　　一連のフレスコ函に韮ついて作られたものでクシM・ラつという活仏が語ったものを英訳したものから和
　　訳したものである。この巾で、ゲサルの母は次のように語られている。水に催む蛇の精の一っである若い
　　ナーガがゴンモという名の美しい娘の姿になりリン董羅にやって来たところを、蓋園の執事トン1・ンが、
　　tfi分の妹〈：リン国の三｛三妃〉に仕えさせた。ゴンモはリン圏の薫シニンの第二夫人になる。鉢の水を歎む
　　ことによってゴンモはツプパ・ガワ（：：：ゲサル）を身籠る。
（6＞アバドゥンブというのは、小褒の中から現れ金持ちの義理の娘によって育てられるドゥンガ・ミー一一　］yとい
　　う人物の長男でmバの頭、人σ）体をしている。主人公キセル（＝ゲセル）は双子の発として、アバ・ドゥ
　　ンバとその妻の闘に生まれる。
（7）このキセルの容貌は、ホル購王に捕まったキセルの第一夫人、ランガ・ブルーモが語ったものであり、家
　　来たちがキセルを発晃し、ホルLSIに入らせない臼的がある。これに舛して、キセルは次のような弁解をし
　　て、白分がキセルではないと主強する。
　　　容貌　　　　　理由
　　　短い足　　　　小さい頃はくものがなくて獣の生皮をはかせられたため、足が圧迫された
　　　細い腰　　　　　産着を来ていた頃、革紐でっないでおかれた
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広い背中
一本の歯が青い
猫の厨
狭い額
大きな頭
人々の荷物を担いでいるうち広くなった
ポWをしていて恐ろしい男が打ったポールが歯に巌たった
緑が妊娠呼訂に猫に恋をした
鉢巻が見っからなかったから革紐で縛られた
（8）庇護考は、ゲセルが困っているとき現れる。
上げると次のようになる。
　［GR］
行番号
3257
4G3G
4758
5009
6871
7571
8896
9120
9250
9623
変身するもの
ハイタカ
大きい石
黒い鳥
雷
黒い鳥
黒い鳥
妻
白い鳥
白い鳥
黒い鳥
［GR］で姉が何かに変身して現れる場合のみを取り
目的
下界に青い鳩に変身して降りて行くスゲルマ・ドゥアンジェウを殺す
ゲセルを殺しに来た犬を手臼の上で押さえっける
ゲセルがアカ・チドンと悪魔皇帝の魂を討ち取るための縄を投げる
ゲセルの第一一夫人になるはずの娘を洞穴に避難させるため雨を降らせる
野鼠皇帝の居所が分からず眠っていたゲセルを起こす
母と妻が燃やそうとしたゲセルの皮衣を取り上げる
第一夫人と喧嘩して家出した第二夫人をAr．める
ゲセルを探しに行った第一央人からゲセルを離す
悪魔圏へ行くゲセルに悪魔の様子を説明する
寝ているゲセルを起こす
　　　　〔天棚では姉は次のように現れる。
　　　　2760スガールマ・ドンジプの姉を通連れとして降りて行かせることにする
　　　　28Q5　スガールマ・ドンジプが姉に途中の様子を尋ねる
　　　　2910　スガールマ・ドンジブが姉に地上の様子を尋ねる
　　　　2960　スガールマ・ドンジブが鳩に変身して下界へ飛んで行くとき、姉が後ろから続いて降りて行く
　　　　3309　ギーサル（ゲセル〉が鳥に押さえっけられて動けないとき、父、母、姉が助けに来る
　　　　3401チャーロクー・カーショという犬に呑み込まれたギーサル（ゲセル）が出て来られなくなった
　　　　　　　とき、姉が助けに現れる
　　　　3492　姉は鷹に変身して降りて来て、魔董が脱いだ服を取って半天の方へ飛んで行く
　　　　3961求婚のときの三っめの賭で、十三人の娘の申から輿当ての娘を見っけられなくて園ゲζいると
　　　　　　　き、姉がカササギに変身してその娘がいるの籠の上に降りて来る
（9）天界への強迫の仕方
　　　　［GR］では天界への要請がなかなか受け入れなくて老いた皇帝（＝：リンの最初の統治者）が困ってい
　　るところへ、知恵を授けるシリンカンゲ・サンという人物がいる。彼は、チラ・ンゴ・ルグ（七つの頭が
　　あるヤク）が、iEEil神の寺院を壊し、牛を食べ尽くし、麟を滅ぼす。角が天に届き、尾が地に錘れ、霞が
　　赤い火で、蹄が赤い火の輪のようなルドンヤン・フガンバンが寺院も人も牛もなくしてしまう。チセリル・
　　Fンマルという亀が水浸しにすると言って脅せばよいという助言を与える。
（10）スゲルマ・ドゥアンジェウの下界への探索の様子は次のように語られている。
　　　行　　変身する鳥など　行き先　　　　　　　　　取ってくるもの／落とすもの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（将来の夫人のいる所）
2639
2761
2805
2829
2854
2885
黒い鳥
フクロウ
黒い鳥
斑のカササギ
カッコウ
ォオハクチョウ
悪魔岡
ホル圏
ムゾ圏のサタル皇帝の城
ンゼマ岡
リン国
シン翻
城の溺子
羽
果物
毛
金の指輪（将来の第一一”夫人）
赤い絹（将来の第二夫人）
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f
　　　2913　フクロウ　　　　ンクアラ国　　　　　　　金の指抜き
　　　2952　カッコウ　　　　中央。隅リン
（11）Schr6der、　TOAaeBa、清格爾泰等編、［天祝］の婚礼歌の購成を比較すると以ドのようになる。
　　　Schr6（ier
　　　（1952：303－354）
1　太陽と月
2　タンデレギーマ
3　－
4　ジヱンジェマシュザ
　（IV－VI）
5　－
6　－
7　アイジ
　（VII－P（）
8
9　－
10　－
11　酒注ぎ歌
12　仲人祝福歌
13　－
14　一
TOAaeBa
（1973：187－209）
太陽と月
ゆかり歌
ジェンジャマルサ
（ダンス）
アイジ
仲人祝禰歌
清格爾泰等編
（1986：303－370）
ジャンジャマーサイ
（1）一（3）
仲人けなし歌
（アンジョー）
イジ」．．一一
到着歌
（ララグロー）
お辞儀歌
嫁入り道具到着歌
紳人祝編歌
酒注ぎ歌
ハイジェー
［天祝〕第五章三
（4025－4527）
　ジャンジャン・
マーンゼ
　（4043－4098）
　（踊り）
アーイージェ
　（4107－4130）
　（4137－4161）
仲人祝福歌
（4207－4215）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献
陳剣英編、長尾荘一郎、渋谷千春、魑麗卿訳（1991）　ガチベット異話』外文出版社　北京
チョイロルジャブ著、若松寛訳（1988）「漸発見のモンゴル『ゲセル』」　『東洋史苑』　（龍譲火学東洋史学研究
　会）第32号　79－97
ハイド＝チェンバース、フレデリック＆オードリー編、巾島健訳（1996）『チベットの幾話』青土社
ハルヴァ・ウノ著、田中克彦訳（1989）『シャマニズム　アルタイ系諸民族の世界像』蕪省堂
二木博史（1987）rモンゴルの神話伝説」村杉勇編奪世界の神話伝説総解説麟麟由圏眠絶　146－159
角遵正佳（1994）「土族の艮話『黒馬』のバーション」f大阪外国語大学論集』11号103－117
角道正佳（1996）ヂゲセルの求婚と蛙の求婚　一土族語の艮話から一」『朔風』　（大阪外園語大学モンゴル語研
　究室）第4号　94－108
角道蕉佳（1996）「Go∫θr　7ゼ4zゴ砒醐の語彙」毬大阪外国語火学論集』第15号　83－108
金子英一（1987）「ケサル叙事詩」長野泰彦、立用武蔵編『北村甫教授退官記念論文集　チベットの言語と文化』
　冬樹拙408－427
加藤千代訳・解説（1972）「リン・ケサール王物語　ホル・コクシ王との戦いの巻」窪中【郷第王09号（1972年1
　1ノ彗母）　48－61
君島久Y－（1987）『ケサル大孫物語　幻のチベット英雄伝2世界の英雄伝説9　築摩書虜
247
土族のゲセル
李樹？zth編、田中螢一・胡軍訳（平5＞　河咽灘族の昔話（上）」羅本普話学会編『臼中昔話の比較』昔話一研
　究と資料一　第ニー号　三弥井書店
蒲田太郎編（大3＞『世界風俗大観』東京堂書蕩
中田千畝（昭16）　『蒙古神話』有il文祉
中野美代子（1994＞『巾国の青い鳥　シノロジー雑草譜』平凡批ライブラリーな61∫拶t祉（初昂は玉974年12月
　「is」7号）
ffl本艮話の会編（1989）　窪姫界の民話』講談社
ペマ・ギャルポ監修、閣根房子編（1993）『チベット騰話28夜物語』出手露虜薪社
塩谷茂樹訳編（1995）『草原の醗のむかし話　一モンゴルー』能登印棚出版部
田中克彦（1963）「ゲセル物語のモンゴル語需写版諸版の根互関係にっいてj　ll－一一橋論叢渥第50　巻第1辱
　109－129
田ゆ克彦（1965）「ブリヤート1コ承ゲセル物語にあらわれた二っの文化潜」il民族學研究』29巻　3母272－282
鈴木道子（1982）　「フンザの購承文芸」　『東亜音楽交流学術調奮』　（醸立民族学憾物館）25－53
山臼瑞鳳（1987）『チベッ穏．；二棄洋叢書3　東京大学嵐版会
若松　覧（1991）「近十年来中国《格斯爾》研究簡介」棄京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所磁儒盛
　第71号3－7
若松　寛（1993）　『ゲセル・ハーン物語　モンゴル英雄叙事詩』東洋文庫566　平凡社
若松　寛（1994）「ゲセル　ー草原に現れた神の子」『房刊しにか』1994年Vol．5No．1，38－43
保朝魯、費拉森編（1988）　『東部裕嗣語話語材料』蒙古語族語欝方習研究叢露018　内覆古人民出版社
査干恰達　記録、整理（1986）　「格断爾伝」海繭蒙占語話語材料『脱族語文」一九八六年第二期（総第三三十八期）
　70－80
甘粛省《格薩爾》工作領導小組辮公塞、鱈北鑓族学院《格薩爾》研究贋編纂（1996）　『絡薩爾文庫』第三巻　欝
　粛民族墨版Ki
郷蘇Lk編（1987）　ff東郷族保安族総闘族幾悶敏事選』中照少数畏族斑闘文学叢書・故事火系　上海文藝闘被鞭
斉木道吉（1986）　「関子蒙文《格蟻爾》的幾箇悶題」中瞬社会科学院少数民族文学研究所蓋編『絡薩爾研究』簗
　二集　巾瞬斑闘文藝嵐版社　北京　59－79
斉木道吉著、着松寛訳（昭61）檬文fゲセル』に関する蓉子の問題」『佛教史学研究』　（佛教史學愈）第29巻
　繁1号　77－99
清格爾泰等編（1986）　『土族語話語材料』蒙古語族語欝方需研究叢書　015　内蒙古人斑出版蛙
却臼勒糺布（1986）「蒙癬《格蜥爾傳》淵源管見」中国祉会科学院少数蔑族文学研究所窯編『格薩爾研究』第二
　集　中國民間文藝出版祉　北京　ll4－123
施労得（Schr6der）記録、李寛郁訳（1994）　鉦｛二族格饗爾』青海少数鋭族古書叢書　青海混族出版祉
瓦・海繕賑（1986）　ド多米尼寛・施羅徳和史詩《格薩爾薫縁》導論」串照樵会科学院少数騰族文学研究所主編
　『格薩爾研究』第二集　中国民間文藝出版社　北京239－266
董興先（1986）「藏族、蒙族《格薩爾董傳》的関係及所讃“疑源分流”閏題」巾圏祉会科学院少数畏族文学研究
　班主編『格薩爾研究』第二集　巾園民間文藝t21版赴　北京　80－92
中国鋭間文藝研究会青海雀分会編（1985）　『土族晟闘故事選』r3u　ma民開文藝出版社北京
朱剛、席尤麟、星全成、馬学義、馬路、循集辮編（1992）　臨骸撒拉族幾問故審選』嘱翻少数民族民間文学叢書・
　故慕大系上海文藝出版批　一l！：海
Angδ嶽玉磁負，　Sedenm6ngkeごfeγlaγulJu　emkedgebe（1984）Oyirad　S，eser　i．bz　tltr2t－ii，　Obtir　mQngγo玉un　soyu玉un
　keblel　in　qoriya
　（安桐欽夫、噺琴孟和探集整理（198の　『衛粒特格辮爾傳』内難露文化鵬版社出版、内蒙古海拉爾新華即欄廠
　印刷、呼倫貝繭盟薪華書店発行〉
248
論集第18号（1997年）
Bayantoγtoqu（1993）　‘　“Geser野　taki　ene（ikeg　soyul　ull　ula　rn6r，’　　Obi・lr　7’醗zgγoZ　ul・z　　　iindeste」t　it諏γsゴ　y加
礁脚融17αγZ〃y〃Zθ勲捌5痂ゆ．t　il　sedgut（gUn曝γan　aeyi墓em甑si頭lel〈U　uqaran　u　mong7・01　keblel）
　　1993cn　u　eb娠1楓quγu（Eaγa（yer慧ngkei　43　dl．｝γar）43－5G
　　（宝音陶克涛「《格斯爾》的印度文化」　『内象古艮譲師院学報（哲学数会科学・蒙古文版）』．．…九．九三年冬季
　　．弩・（総第四十孫期）43－50）
e・yi嫡ab（1987）‘M・ng701“Geser”ifn　sine　oldaburi，’0伽・2）・i・ngrot　rtn　yelee　st．ti．’raγt・ti　yin　erdem　sii・ziil．gen　ii
　sedgtit，19870n　u　2　duγar　qu7ud熟γa　65－76
　　（却1．ll勒孔布（1987）　「新発現的藻古《格噺爾》j　il内駅古火学学報　哲学社会科学蒙文版1…づし八七年　纂
　　二二其翔　　65－76）
Coyirollab（1987）　‘Usutu　yin了uu　yin　“Gese〆’ifn　maγadlal，’C＞bib・〃・lol・IE　γot　lll2　yeite　surγaγuli　yin　ctrde7］・z
　∫∫π7〃g召ηil　sedgi，ii，1987011　u　4（嚢iger　qu？’uζ烈γa　80－89
　　（去lj　lヨ勒季し布　（1987）　「，鴇素i齪福　《格曇斬爾》　考」　晒勾蒙古大‘聯学報　　ジ琢こ掌老と会零卜学簾文具反』　一ρプLノ．N－t：thf三　第閥
　　其fj　　80～89）
Coyiro1Jab（1989）　‘Mongγol“Geser”　9n　dbermitie　sinJi，’ぐ）醸ア摺θ澱9γo♂z｛㍑ly鹸2　Si・o’raγttti　yhユeyde’m　sカδ琵9顔
　　面∫6噸潔，19890n　u　4（i茸ger　quγu6aγa　69－88
　　怯1月ヨ勒孔布（1989）　「蒙古《格斯爾》的独特懐考」　『内蒙古火学学報　誓学批会科学蒙文版』一一一一九八九年
　　第巨目其騒　　69－88）
CQyirol了ab（1992）　‘Mongγol“Geser”ifn　qamar　gJelte，’Ob乏〃η？o／z．9γoi　un　yeiee　su・rrの・z4々Yii・1　er’denz　5か磁ゆz　ii
　　s8卿〃，19920n　u　l　d嬉er　quγUCYaγa　27－32
　　　（却EJ勒糺布（1992）　「関干難古文《格斯爾》最初版本之我見」　『内蒙古大学学報　額学祉会科学蒙文版』一一・．・
　　プしソしこ二歪誤　　第一其翔　　27－32）
Gerel了ab（1996）　‘Qoγosun　taranar　yll　n　uu？Barimtaもai　notalalra　yum　uu？L）vlon9「ol“Gese「”面qama「
　angqan　u　bar　debter掘むuqai　dakin　6gUlelcU　ni，’伽1’〃non．grolど〃z　yelee　3μηα擁卿ei’de1．lz　sガ瞬細罐
　sedgiil，19960n　u　3　duγar　quγu6aγa　68－73
　　（格｛三｛．勒糺布（1996）　「璽無依据的猿測観．還憂禽根蕎据糞勺論証　一葛論蕪文《格斯爾》的澱初版本」　『内象．．itlf
　　大学学報　哲学祉会科学球文版』一．．．．．．．．一九九六年　第．蕉期　68－73）
Heissig，　Walther（1977）‘Dominik　Sehr6ders　nachgelassene　Monguor（Tu－jen）－V㈱ion　eines　Geser
　Khan－Epos　aUS　Amdo，’Zent・i・ala，siatische　Stt｛dieiz　des　Selninaxs動’∫伽C々－　14tl（！Kultunvissensiurft
　　Zei・ttralasiens　dei’U与・iiversitdt五錠刀Vl，　ll　288－299
Heissig，　Wa1もher（1980）磁5θ月勲脇一撒，　Domi鳶ik　Schr6ders　nachgelassene　Monguor（Tu－jen）－Version
　　des　Geser　Epos　aus　Arndo，　Otto　Harrassowitz，　Wiesbaden．
LQriner，　D．　L．　R．　（1935）　The　Bt・tntshaslti　Langetage，　Vol．　Il　Texts　and　Translations，　Insもituもtet　for
　sammenlignende　kulturforsking，H．　Aschenoug＆Co．（W．　Nygaard）Oslo．
Schr6der，　Dominik（1952）’　Einige　Hochzeiもslieder　der　Tujen，’Folki（）1’e∫’z44ガ6s，　Supplement　l，　Pek呈n，　pp，
　303－35硅
Schr6der，　D〈）minik（1959）窺｛s　4e2’レb醗s41c々伽g　4α’漁r！g囎，1Te玉玉，Otto　Harrossowitz，　Wie＄baden．
S6hnen，　Renate（1981）‘On　the　Stak　Version　of　the　Kesar　Epic　in　Baltistan（An　annotated　summery　Qf　the
£嚢st（inapter），’　Ze｝ヱt，ralαsiat．iscl・ie　S‘1．tdien　de｝・S¢襯加｛zγs　∫｝童γ　SPrαcl・t－　z・t｝観　K震Z捻｛r澱εsseηsc勉腐」α 　Zent’raiasie｝rs（加γ
　　Uni’versitdt’tw・in　15，　Kommissionsverlag　Otto　Harrassowitz，　Wiesbaden，491－511
宇eg毯sbayar（1986）‘“Geser”taki　baγidegen　U　motif　un　tuqai，’（＞biir　n・imi9γol　ztn　yeke　st・crTaγttti　yi？t　exdein
　　sかげπ即πii　sedgtil，19860n　u　4　d茸ger　quγUdaγa　70－82
　　　（特古無巴雅爾9論“格斯爾”中的Bak食物母題」　『内蒙古大学学報　哲学祇会科学蒙文版』．…九八六年　第
　　巨馨其慧　　70～82）
Wakainatsu　Hirosi（1993）‘“Geser”kiged　grelくUn蓑1iger，’　Obi〃’ntongrot　1．t3z　i．t7zdesten　itゐαγ5ゴ抑degedU
　　suγγaγuti　y，ηerdem　siniilgent　il、sedgtii（gUn　uqaγan　neyigem　Un　sin∫ilel（ti　uqaγan　u　mongγol　keblel）19930n
249
士族のゲセル
　uebUI　Ua　quγutiaγa（yer琶皿gkei　43　duγar＞51－57
　　　（若松寛「《格漸爾》与希臓神話」　『内蒙古畏族師院学報（暫学社会科学・蒙古文版』一九九三年冬季号（総
　　第四一｝一三三糞劉）　51～57）
Yang　Si（1987）‘Zum。Gesar“im　Gebiet　des　Monguor（Tu）－Volkes，’Zentratasiatisclie　S襯4蜘des　Se”iinars
　プ曇〃SPra（カー　zont漁」詫¢㎜二s∫gノ器勉∫Z　Zentraiasiens　der　universitttt　B｛刀tlz，20，28－31
双aM皿HHaYpgH，　U．（1956＞1’gcepli賛H　Tyy＞K｝撹H　ryρBa｝玉田HHx〈，　yxcblH　xgBA∋n，　ynaaH6aaTap
，［laMAHHcypDH，　U，（1985）　F∋csp，　MoHron　apAblH　aMaH　30x｝｛o恥IH　gyyπraH　V撮，　BHMAy－b田　鐵麗H｝1〈tlgx
　yxaaHbl　AKaAeMli　x∋n　30xHo涯blH　xYp∋3渥∋H，　y調cb田x3BJ玉∋JIH菖冠；a3ap，　yπaaH6aaTap
Te｝｛HilleB，　3．　P．，　6．　X，　To五aeBa　（1966）　fi3bll〈　＞Ke顕Tb玉x　y盤rypoB，　H3以aTe渥bcTBo　　《HayKa》　　rnaBHafi
　　peAaKI｝｛fi　BeCTOgHoth　AHTePaTyPbl，瓢OCKBa
To煮aeBa，　5．　X．　（1973）　Mo｝｛ropcKn益　∫BblK，　レ重3JlaTentscTBo　　《釜｛ayKa》　　rnaBHaff　peゑaKu｝lfi　BocTogHo益
　nRTepaTyPb夏，ハ八〇cKBa
（1997．9．19受理）
250
